
令和10年度までに地域に開かれたにぎわいのある
中央卸売市場を整備します｡

(113) 中央卸売市場の再整備

(111)

(112) 農地ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの推進
R3年度 65.8% R5年度

12.2
+7.3

19.5 29.6 ③90%未満
34.0

ﾎﾟｲﾝﾄ (33.5%)

令和5年度までに担い手への農地の集積率を34.0%
にします｡

R1年度 ↗ R3年度 R3年度 118.4% R6年度

目安値(b) 進捗率(a/b) (達成率)

令和2年の農業産出額は､前年より8億円減少し､395億円
となりました｡また､平成29年から農業産出額は減少傾向
にあり､実績値が基準値を下回っています｡

背景･要因等

高品質生産に向けた支援等への取組により､令和2年は､
野菜で9億円､花きで2億円増加しました｡一方で､ﾄﾋﾞｲﾛｳﾝ
ｶによる被害発生で米の産出額が15億円減少しました｡

関連する戦略目標(KPI)の進捗状況

目標値
実績値(a)

進捗状況
基準値

ﾃｰﾏ
戦略目標(KPI)

R2年

Ⅶ 豊かな「都」をつくる

食と農の振興部

担当部局等坊

政策目標(KGI)達成に向けた進捗状況

実績値(a)基準値

↘ R2年

22
23

(達成率)

R5年

農業･農地･農村･食と農の振興
畜産･水産業振興

政策目標(KGI)

令和5年までに農業産出額を446億円にします｡

目標値
目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

88.7%

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

445.5 ③ 90%未満
446

H23年

395
(基準値未満)

▲ 49

億円
444

6
+ 3

9 7.6 ①100%以上
10

地区数

令和6年度までに特定農業振興ｿﾞｰﾝを累計10地区
にします｡

特定農業振興ｿﾞｰﾝの整備

｢奈良県豊かな食と農の振興計画｣に基づいて施策
を推進します｡

(115) 奈良県豊かな食と農の振興条例の推進

33,123.3 ③90%未満
43,000

人 (基準値未満)

(75.0%)

H25年度 ↗ R3年度

(114) NAFIC教育の充実と周辺の整備
H27年度 ↘ R3年度 R3年度 20.8% R6年度

令和6年度までにNAFIC周辺地域の交流人口を
43,000人にします｡ 13,370

▲6,468

6,902

令和6年度までに食品ﾛｽ問題を｢よく知っている｣県
民の割合を90%にします｡

R1年度 ↗ R3年度 R3年度 92.6% R6年度

37.4
+ 16.7

54.1 58.4 ②(90～100%)

(116) 食品ﾛｽ削減への対応

令和3年12月に｢奈良県中央卸売市場再整備の基本方
針｣を策定し､市場ｴﾘｱと賑わいｴﾘｱを一体的に整備する
こととしました｡

令和3年4月1日に策定した｢奈良県豊かな食と農の振興
計画｣に基づき､「奈良の食の魅力づくり｣、「食を通じた健
康増進と子どもの健全育成」､「戦略的な販売の推進」､
「生産振興」にむけて､施策や事業を推進しました｡

90
ﾎﾟｲﾝﾄ (31.7%)

444
(45位)

437 432

402 408

436 430

407

403

395
(45位)

446

825
853 847

836

880

920 927
906

889 893

600

650

700

750

800

850

900

950

1,000

350

400

450

500

550

600

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R5
（目標）

農業産出額

(年)

奈良県(億円) 全国(百億円)

生産農業所得統計(農林水産省)
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目安値(b) 進捗率(a/b) (達成率)
目標値

実績値(a)
進捗状況

基準値
ﾃｰﾏ

戦略目標(KPI)

億円

ﾄﾝ

109.7% 120総
漁
獲
量

82
↗

115 104.8
①100%以上

養

殖

生

産

額

7.8
↘

7.6 9.1
83.3% 10.0

+33 (86.8%)

(基準値未満)③90%未満▲0.2

(117) 食肉公社の適切な運営と大和畜産ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ力の向上
H27年度 ↗ R3年度 R3年度 114.0%

令和6年度までに大和牛の肉質(4等級以上)の割合
を80.0%以上にします｡ 67.3

+ 19.1
86.4

(119) 内水産業の振興

令和6年度までに金魚やｱﾏｺﾞ等の養殖生産額を10
億円に､ｱﾕやｱﾏｺﾞ等の総漁獲量を120ﾄﾝにします｡

令和10年度に畜産団地をｵｰﾌﾟﾝします｡

(118) みつえ高原牧場の整備

75.8 ①100%以上
80.0

ﾎﾟｲﾝﾄ (150.4%)

畜産団地に必要な水源の調査を進め､令和3年度までに､
必要な水量をおおむね8割確保しました｡

R6年度

R6年度

H26年度 R2年度 R2年度

｜ 123 ｜



(注)特定農業振興ｿﾞｰﾝ…県内の農地を有効活用し､農業の生産性の向上を図るために設定する地域で知事が定めるもの｡

KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

+ 11
R1年度

進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

↗ ↗
282

百万円百万円
254

R2年度

293

新たな特定農業
振興ｿﾞｰﾝの地区
設定にあたり､市
町村や農業関係
者との協議調整
や地域の同意を
得ることが困難
です｡

保守的な考え方が強いため､高収益
作物栽培の実施など､新たな営農体
系の取り組みが難しい地域が数多く
あります｡

市町村や地域と協働して､地域の特徴を踏まえた
高収益作物への転換等を計画することで､特定農
業振興ｿﾞｰﾝの設定に結びつけます｡

引き続き､市町村や農業関係者との協議調整を行
うとともに､地域の同意が得られるように丁寧な説
明を行います｡

今年度の取組(～7月)

市町村や農業関係者との協議を行っ
ています｡

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

ﾃｰﾏ

坊 22 農業･農地･農村･食と農の振興

(111) 特定農業振興ｿﾞｰﾝの整備 担い手･農地ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課長

食と農の振興部

戦略目標(KPI)

↗R1年度

令和3年度までに3市4町の9地区で､特定農業振興ｿﾞｰﾝの
設定を行いました｡目標の累計10地区に向けて､順調に進
捗しています｡

農業振興を図るために､規模拡大を目指す担い手
や集落営農組織への支援､新規就農者の育成を
実施しています｡

+ 3

令和6年度までに特定農業振興ｿﾞｰﾝを累計10地
区にします｡

目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

実績値(a)

背景･要因等

意欲ある市町村や農業関係者との協議を行った結果､令
和3年度はこれまでに特定農業振興ｿﾞｰﾝの設定がなかっ
た北部農業振興事務所管内の大和郡山市の三橋､平群
町の上庄･梨本の2地区で特定農業振興ｿﾞｰﾝの設定を行
うことができました｡

成
果
①

KPI達成に向けた取組･成果

基準値
目標値

R6年度R3年度R3年度

地区数
6 9

(達成率)

7.6 ① 100%以上
10

(75.0%)

118.4%

取
組
①

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

+ 28
ｿﾞｰﾝ設定地区の農業
産出額(百万円)

H30年度
営農取組の成果により､農業産
出額は増加しています｡

優良農地における競争力強化のために､県営ほ場
整備を3地区､水利施設整備や更新を4地区で実施
しています｡

KPI関連指標 指標の動き

成
果
②

令和3年度は､田原本町の法貴寺地区で新たにｲﾁ
ｺﾞ農家1名が就農しました｡

令和3年度は､約1haのほ場整備を行いました｡ま
た､水利施設整備や更新をした結果､農業用水の
安定的な供給が進んでいます｡

取
組
②

指標の動きの要因

6 7
9 10

0

2

4

6

8

10

12

R1 R2 R3 R6
（目標）

特定農業振興ｿﾞｰﾝ(注)地区設定数［累計］

担い手･農地ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課調べ

(年度)

(地区数)
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目標値

H25年度

12.2

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

ﾃｰﾏ

坊 22 農業･農地･農村･食と農の振興

(112) 農地ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの推進 担い手･農地ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課長

食と農の振興部

戦略目標(KPI)

令和5年度までに担い手への農地の集積率を
34.0%にします｡ ↗

+ 7.3
③ 90%未満

基準値
目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

実績値(a)

34.0
ﾎﾟｲﾝﾄ

R5年度R3年度

(33.5%)

65.8%R3年度

19.5

担い手への農地集積を図るため､地域の話し合い
に基づき､地域農業の中心となる経営体や将来の
農地の出し手の状況等を明確にする｢人･農地ﾌﾟﾗ
ﾝ｣の策定を推進しています｡

草刈り等の管理はしているが､耕作する予定のな
い｢隠れ耕作放棄地｣を選別するﾏﾆｭｱﾙを作成しま
した｡

KPI関連指標

↗

取
組
①

農地中間管理事業に
よるﾏｯﾁﾝｸﾞ面積
[累計](ha)

R1年度

(達成率)

29.6

農地中間管理事業の推進によ
り､ﾏｯﾁﾝｸﾞ面積は増加していま
す｡

背景･要因等

農地中間管理事業の推進により､農地の集積率は着実に
増加しています｡一方､高収益作物となるｲﾁｺﾞや野菜等の
面積規模の小さい作物のﾏｯﾁﾝｸﾞが中心であるため､集積
率は伸び悩んでいます｡

成
果
①

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

農地の集積率は､基準値の12.2%から7.3ﾎﾟｲﾝﾄ増加して
19.5%になりましたが､進捗率は65.8%と伸び悩んでいます｡

KPI達成に向けた取組･成果

成
果
②

令和3年度は､新たに111集落で｢人･農地ﾌﾟﾗﾝ｣が
策定されました｡

｢隠れ耕作放棄地｣の所有者に対して､農地中間管
理事業の活用を働きかけることで､担い手への農
地集積を進めています｡

取
組
②

+ 133.0

指標の動きの要因

↗
681.2

指標の動き

ha

H30年度

456.4 548.2

R3年度

830.1
+ 148.9

ha

R2年度↗

ha

+ 91.8

KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

担い手が減少し
ていくことが懸念
されます｡

集落住民の高齢化や､後継者不足
が､担い手減少の要因となっていま
す｡

規模拡大を目指す担い手への支援､集落営農組
織への支援､新規就農者の育成により､引き続き､
担い手を確保します｡

条件の良い農地や｢隠れ耕作放棄地｣の掘り起こ
しを図り､担い手への農地集積を一層推進します｡

今年度の取組(～7月)

市町村や農業委員会等と連携しなが
ら､農地のﾏｯﾁﾝｸﾞを推進しています｡

進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

｢人･農地ﾌﾟﾗﾝ｣の策定
完了集落数
[累計](集落)

34

↗

集落集落

R2年度

242

↗
+ 208 + 111

R3年度R1年度 市町村の取組成果により､｢人･
農地ﾌﾟﾗﾝ｣の策定完了集落数は
増加しています｡
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（目標）

借受､貸付希望面積と

担い手への農地の集積率

集積率

借受希望面積

貸付希望面積 担い手･農地ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課調べ

(年度)

集積率（%）

借受希望面積

貸付希望面積

（ha）
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(注)NAFIC…奈良県立なら食と農の魅力創造国際大学校

今年度の取組(～7月)

令和4年9月ｵｰﾌﾟﾝに向け､外構工事､
備品の購入など､引き続き｢NAFIC附
属ｾﾐﾅｰﾊｳｽ｣の整備を進めています｡

戦略目標(KPI)

令和6年度までにNAFIC周辺地域の交流人口を
43,000人にします｡

取
組
①

令和4年9月にｵｰﾌﾟﾝ予定の貸会議室･宿泊施設･ｶ
ﾌｪﾚｽﾄﾗﾝを備えた｢NAFIC附属ｾﾐﾅｰﾊｳｽ｣の整備
を進めています｡

NAFICの教育機能の充実のため､令和3年度より､
再編したｶﾘｷｭﾗﾑに基づき､学生の希望進路に沿っ
た学校教育を実施しています｡

千人
21,877

R1年

千人
+ 89 + 624

ﾌｰﾄﾞｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ学科の入学者が､令和3年度に開校
以来初めて定員を達成しました｡

取
組
②

進捗状況
進捗率(a/b)

実績値(a)
目標値

交流人口が減っているのは､全国的
な新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の拡大によ
る旅行客等の減少が大きな要因であ
ると考えられます｡

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

ﾃｰﾏ

坊 22 農業･農地･農村･食と農の振興

(114) NAFIC教育の充実と周辺の整備 豊かな食と農の振興課長

食と農の振興部

(達成率)

33,123.3
43,000

R6年度R3年度

(基準値未満)

20.8%

目安値(b)

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)
平成28年度は増加しましたが､それ以降は減少傾向にあ
り､令和3年度は前年より415人減少し､6,902人になりまし
た｡進捗についても､基準値である平成27年度を6,468人下
回りました｡

H27年度

13,370
▲ 6,468

③ 90%未満

基準値

人

R3年度

6,902

↘

KPI関連指標

↗ 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大によ
り､観光客数は減少しました｡

R2年

15,574
▲ 6,927

千人

↘
22,501

指標の動き
H29年

21,788

↗

背景･要因等

平成27年9月の｢ｵｰﾍﾞﾙｼﾞｭ･ﾄﾞ･ぷれざんす 桜井｣ｵｰﾌﾟﾝか
ら約1年間は知名度ｱｯﾌﾟのため､通常よりも低価格でのﾗﾝ
ﾁ提供や座席増などの取組を実施､また平成28年度は､ｵｰ
ﾌﾟﾝ後初めての通年営業により､交流人口は増加しました｡
平成28年4月のNAFIC(注)開校以降は､ｵｰﾍﾞﾙｼﾞｭの本来
の目的であるNAFICの実践実習に注力するため､実習に
支障のない範囲での集客としていることや､新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ
感染症拡大による旅行･外食控え等により､交流人口は減
少傾向となっています｡

成
果
①

ｺﾛﾅ禍での施設
への集客やｲﾍﾞﾝ
ﾄ実施方法を検
討して､交流人口
を増加させること
が必要です｡

｢NAFIC附属ｾﾐﾅｰﾊｳｽ｣において食と農の魅力を
発信するとともに､地元自治体､協議会等と連携し､
NAFIC周辺の賑わいづくりを創出します｡

再編したｶﾘｷｭﾗﾑに基づき､学生の希望進路に沿っ
た学校教育を継続します｡また､ｽﾍﾟｲﾝ･ﾊﾞｽｸ地方
にある世界的な4年制の料理専門大学である
BCC(ﾊﾞｽｸｶﾘﾅﾘｰｾﾝﾀｰ)と協定を締結し､交流事業
を実施していきます｡

KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

KPI達成に向けた取組･成果

成
果
②

令和4年3月に｢NAFIC附属ｾﾐﾅｰﾊｳｽ｣が竣工しま
した｡また､運営事業者が決定しました｡

南部･東部観光客数
(千人)

H30年
指標の動きの要因

13,370

18,463
14,264

12,158
10,163

7,317

6,902

43,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R6
（目標）

NAFIC周辺地域の交流人口

豊かな食と農の振興課調べ

(年度)

(人)
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KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

+ 3
R2年度

進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

+ 0
市町村を対象に｢食品ﾛｽ削減推
進計画｣策定の説明会を実施し
ました｡

R3年度↗
16

食品ﾛｽ削減に取り組
む市町村数[累計](市
町村)

R1年度 →

食品ﾛｽ問題につ
いて深く知る機
会の提供が必要
です｡

全体的に認知度は高まっています
が､深く知る機会が少ないのは､食品
ﾛｽ問題について､理解を深化させる
啓発ｲﾍﾞﾝﾄや情報の提供が不足して
いることが要因であると考えられま
す｡

今年度の取組(～7月)

食品ﾛｽについてのﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄの運用
に向けて､掲載内容の検討などを行っ
ています｡

引き続き､ｽｰﾊﾟｰと連携して｢てまえどりPOP｣を掲
示します｡また､人が多く訪れるｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾙで啓
発ｲﾍﾞﾝﾄを実施します｡

食品ﾛｽについての理解を深められるよう､食品ﾛｽ
に関する情報を一元的に集約するﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄを構
築します｡ｻｲﾄの構築にあたっては､県民Webｱﾝｹｰ
ﾄや奈良県廃棄物等実態調査の結果を参考に､消
費者･事業者･行政がそれぞれの立場で必要とす
る情報を入手できるよう工夫します｡

取
組
①

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

ﾃｰﾏ

坊 22 農業･農地･農村･食と農の振興

(116) 食品ﾛｽ削減への対応

食と農の振興部

豊かな食と農の振興課長

戦略目標(KPI)

↗R1年度

37.4

KPI関連指標

市町村

R3年度

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)
食品ﾛｽ問題を｢よく知っている人｣の割合は､令和元年度
以降全国の数値を上回っています｡令和2年度には基準値
である令和元年度を下回りましたが､令和3年度は基準値
を上回り､目標値に近づいています｡

｢奈良県未利用食品活用促進事業補助金｣により､
ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ活動の支援を行っています｡

+ 16.7

令和6年度までに食品ﾛｽ問題を｢よく知っている｣
県民の割合を90%にします｡

ﾎﾟｲﾝﾄ

成
果
①

90

R6年度R3年度

54.1

奈良県産業廃棄物等実態調査において､廃棄物
排出事業者へ食品ﾛｽについてのｱﾝｹｰﾄ調査を行
いました｡

背景･要因等

進捗状況
進捗率(a/b)

実績値(a)
目標値

指標の動きの要因

(達成率)

58.4 ② （90～100%）
(31.7%)

92.6%

KPI達成に向けた取組･成果

成
果
②

未利用食品の集配送のﾙｰﾄ構築のための備品の
整備や､配送にかかる経費などを補助しました｡

調査の対象とした事業所のうち､約半数で食品ﾛｽ
が発生していることが判明しました｡また､その原因
については､食品ﾛｽが発生していると回答した事
業所の半数近くにおいて｢食べ残し｣であることが
判明しました｡

取
組
②

目標達成に向けて､食品ﾛｽ削減啓発のためのｴｺﾊﾞｯｸﾞ及
びﾘｰﾌﾚｯﾄを作成･配布しました｡また､ｽｰﾊﾟｰと連携し､｢て
まえどりPOP｣を掲示したほか､｢奈良県食品ﾛｽ削減推進
ﾌｫｰﾗﾑ｣を開催し､食品ﾛｽ量を記録できるﾂｰﾙを紹介する
など､食品ﾛｽ削減の周知を図りました｡

基準値
目安値(b)

指標の動き

市町村市町村

H30年度

10 16

↗
+ 6

19

23.7 20.0 23.1

37.4 36.0

54.1

90.0

0

20

40

60

80

100

R1 R2 R3 R6
（目標）

食品ﾛｽ問題を｢よく知っている｣県民の割合

奈良県:R元･R2 県民ｱﾝｹｰﾄ調査

R3 県民Webｱﾝｹｰﾄ

全国:消費者庁｢消費者の意識に関する調査｣

(年度)

(%)
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工程上の危害を分析(HA)し､それを最も効率的に管理できる部分(CCP:必須管理点)を連続的に管理して

安全を確保する手法

(注)HACCP…

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

ﾃｰﾏ

食と農の振興部

畜産課長

坊 23 畜産･水産業振興

(117) 食肉公社の適切な運営と大和畜産ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ力の向上

80.0
ﾎﾟｲﾝﾄ

R6年度R3年度

(150.4%)

114.0%R3年度

86.4

戦略目標(KPI)

令和6年度までに大和牛の肉質(4等級以上)の割
合を80.0%以上にします｡ ↗

+ 19.1
① 100%以上

(達成率)

75.8

頭

大和牛の肉質の底上げは進ん
でいますが､｢とびきり｣の品質の
産品を認証するﾌﾟﾚﾐｱﾑｾﾚｸﾄの
認証増には至っておらず､認証
率5%前後で推移しています｡頭頭

基準値
目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

実績値(a)
目標値

H27年度

67.3

32
▲ 12

20
+ 7

27
▲ 7

20

R2年度 ↘ R3年度
奈良県ﾌﾟﾚﾐｱﾑｾﾚｸﾄ大
和牛の認証頭数(頭)

指標の動きの要因指標の動きKPI関連指標

H30年度 ↘ R1年度 ↗

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)
令和3年度は､大和牛のうち4等級以上の占める割合は､
前年度から1.8ﾎﾟｲﾝﾄ向上し､目標値である80%以上を維持
しています｡一方で､大和牛全体の生産頭数は3年連続で
減少しています｡

KPI達成に向けた取組･成果

補助対象となる資質の良い子牛の購入が想定の
約1.4倍に上り､4等級以上の大和牛の生産頭数は
増加する見込みです｡

取
組

令和元年度より資質の良い子牛の購入に対する
補助を実施しています｡大和牛生産頭数が減少傾
向であるため､補助対象の条件を変更し､大和牛
品質の維持に加え､生産頭数の維持及び増加も
図っています｡

背景･要因等

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ認証制度(平成28年12月開始･奈良県ﾌﾟﾚﾐｱﾑｾﾚｸﾄ
大和牛)の実施や､資質の良い子牛を購入した場合の補助
(令和元年度～)等を継続して実施した結果､大和牛の品質
は向上･維持しています｡一方で､大和牛の生産頭数はｺﾛ
ﾅ禍の影響により減少しています｡

成
果

引き続き､4等級
以上の割合を維
持しつつ､大和牛
の生産頭数の増
加を図ることが
必要です｡

目標値を達成してはいるものの､高品
質な大和牛の生産を継続していくこと
が重要であることから､引き続き､4等
級以上の割合80%を維持する必要が
あります｡

高品質大和牛の生産を継続するために､認証制度
や補助事業を続けていくとともに､ﾔﾏﾄﾎﾟｰｸや大和
肉鶏でも品質や生産性の向上を目指した試験研
究などを進め､大和畜産ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ全体の上質化とﾌﾞﾗ
ﾝﾄﾞ力の向上を進めます｡

大和牛などをと畜する県食肉ｾﾝﾀｰでは､引き続き
HACCP(注)に基づく衛生管理に取り組み､｢安全安
心な食肉の提供｣､｢生産者や流通業者の利用のし
やすさ｣といった役割を果たすことにより､安定した
流通体制を確立します｡

今年度の取組(～7月)

ﾌﾟﾚﾐｱﾑｾﾚｸﾄ大和牛の認証や資質の
良い子牛の導入補助を実施しました｡

R3年度R1年度

KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

ｺﾛﾅ禍による和牛肉消費の停滞
と飼料価格高騰により減少傾向
です｡

進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

▲ 39

H30年度

552
大和牛の生産頭数
(頭)

↘
513 449

頭

↘

頭頭

R2年度

460

↘
▲ 53 ▲ 11

372 364 374 415 404 389 388
520

67.3 67.0 68.4
75.2 78.8

84.6 86.4
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割合（％） 奈良県食肉ｾﾝﾀｰ市場年報

(年度)

(%)(頭)

目標

80%以上

維持
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億円

ﾄﾝ

R2年度

7.6
養

殖

生

産

額

7.8
↘

実績値
(a)

H26年度

↗
115

総
漁
獲
量

82

③ 90%未満

① 100%以上

83.3%
R6年度

9.1

104.8

10.0
(基準値未満)

120
(86.8%)

R2年度

109.7%

進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

▲ 1
H29年度

29
遊漁者数(千人)

↘
28

ｱﾕ･ｱﾏｺﾞの増殖支援等を行いま
したが､新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の
影響で横ばいとなりました｡

↗
+ 1 ▲ 1

R2年度H30年度

28
千人

↘

千人

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

令和2年度の養殖生産額は､令和元年度より1.2億円減少
し､基準値より0.2億円減少しました｡総漁獲量は､令和元年
度より1ﾄﾝ減少したものの目安値を上回っています｡

KPI達成に向けた取組･成果

成
果
②

養殖場の巡回指導､水産用医薬品の適正使用の
指導及び養殖魚の疾病診断を5件実施しました｡ま
た､ｶﾜｳの捕獲に取り組む市町村に､補助金による
支援を3件行いました｡

病気にかかっていないｱﾕの放流及びｱﾏｺﾞの親魚
放流･卵放流･産卵場造成等に取り組む奈良県漁
業協同組合連合会に､補助金による支援を行いま
した｡

取
組
②

取
組
①

↘

養殖生産額向上のため､養殖魚の疾病対策及びｶ
ﾜｳ食害対策に継続して取り組んでいます｡

総漁獲量増加のため､ｱﾕの冷水病の発生抑制及
びｱﾏｺﾞのｿﾞｰﾆﾝｸﾞ管理等による増殖促進に取り組
んでいます｡

背景･要因等

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響で､お祭り･ｲﾍﾞﾝﾄが激減した
ため､金魚すくい用の金魚の販売が減少しています｡総漁
獲量は､紀伊半島大水害からの漁場の回復により徐々に
増加しています｡

成
果
①

KPI関連指標

↗
+ 4.2

高級品種の販売額の
割合(%)

R1年度
指標の動きの要因

↗
36.4

指標の動き

ﾎﾟｲﾝﾄ

千人

R1年度

29

(達成率)

ﾎﾟｲﾝﾄ

H30年度

33.2 32.2

金魚すくい用の金魚から高級品
種の養殖へ転換する取組を支
援しました｡

R3年度

38.6

基準値

+ 2.2

ﾎﾟｲﾝﾄ

R2年度

目安値(b)

進捗状況

進捗率(a/b)

目標値戦略目標(KPI)

▲ 0.2

+ 33

令和6年度までに金魚やｱﾏｺﾞ等の養殖生産額を
10億円に､ｱﾕやｱﾏｺﾞ等の総漁獲量を120ﾄﾝにしま
す｡

▲ 1.0

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

ﾃｰﾏ

食と農の振興部

農業水産振興課長

坊 23 畜産･水産業振興

(119) 内水産業の振興

KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

①金魚すくい用
の金魚の販売が
減少しており､引
き続き金魚の高
級品種への切り
換えが必要で
す｡
②河川における
遊漁者数が横ば
いで推移してい
ます｡

①金魚の高級品種を生産するための
親魚と生産技術が不足しています｡
②若者の釣りを始める機会がなく､遊
漁者が高齢化しています｡

今年度の取組(～7月)
①金魚養殖業者7業者が高級品種の
生産開始を決定しました｡
②奈良県漁業協同組合連合会と連
携して釣り教室を5ｶ所で実施しまし
た｡

②釣り教室の開催や遊漁券のｵﾝﾗｲﾝ販売を促進
するとともに､川魚の食としての魅力を発信します｡

①多くの金魚養殖業者が高級品種の生産に取り
組めるように大和郡山市と連携し､高級品種の親
魚の導入及び生産技術の向上に支援します｡

7.8 8.0 8.4 8.7 9.0 8.8 7.6
10.0
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養殖生産額

総漁獲量 農業水産振興課調べ
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養殖生産額

(億円)
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課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針
KPI達成等に
向けた課題

畜産団地整備に
向けた､設計業
務の実施が必要
です｡

必要な水量をおおむね8割確保できるこ
とを確認できましたが､さらに水の供給
方法等について調査を進めつつ､畜産
団地の整備に向けた設計業務を実施
する必要があります｡

今年度の取組(～7月)

水の供給方法等について､調査に着手
しました。

基本設計業務の実施に向け､地形測量に着手しま
す｡また､給水計画の他､畜舎等の配置や規模等に
ついての具体的な方向性の検討を行い､基本設計
業務に必要な諸条件の整理を行います｡

KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

進捗状況及び取組･成果

令和10年度に畜産団地をｵｰﾌﾟﾝします｡
畜産団地に必要な水源の調査を進め､令和3年度までに､
必要な水量をおおむね8割確保しました｡

戦略目標(KPI)

食と農の政策の
総合的な推進が
必要です｡

各施策や事業間での連携した推進によ
り効果的に実施する必要があります｡

引き続き､各施策や事業の関係者間での協議を実施
し､各施策や事業を効果的に実施していきます｡

「奈良の食の魅力づくり」､「食を通じた健康増進と子
どもの健全育成」､「戦略的な販売の推進」､「生産振
興」の施策や事業ごとの進捗状況・課題を整理し､次
年度以降の取組に反映させていきます｡

今年度の取組(～7月)

各施策や事業の関係者間での協議を
実施しました｡

23 畜産･水産業振興

坊 22 農業･農地･農村･食と農の振興

数値目標が設定されていないﾃｰﾏ等の進捗状況､課題の明確化､今後の取組方針

坊 22 農業･農地･農村･食と農の振興
CC

食と農の振興部
ﾃｰﾏ (113) 中央卸売市場の再整備 中央卸売市場再整備推進室長

にぎわいのある
市場整備のため
に民間の柔軟な
発想が生み出す
ｱｲﾃﾞｱが必要で
す｡

市場ｴﾘｱと賑わいｴﾘｱを有機的に連携
させて､にぎわいを創出していくために
は､従来の考え方にとらわれない多様な
意見を聞くことが必要です｡

ｱｲﾃﾞｱを参考に整備施設の内容や施設ﾚｲｱｳﾄ､民間
活力を活用した整備手法など､整備事業者の公募要
件を決定していきます｡

市場ｴﾘｱと賑わいｴﾘｱを一括で整備する事業者の公
募手続きに着手していきます｡

今年度の取組(～7月)

民間事業者からのｱｲﾃﾞｱ募集を開始し
ました｡

戦略目標(KPI) 進捗状況及び取組･成果

令和10年度までに地域に開かれたにぎわいのある中央
卸売市場を整備します｡

令和3年12月に｢奈良県中央卸売市場再整備の基本方
針｣を策定し､市場ｴﾘｱと賑わいｴﾘｱを一体的に整備する
こととしました｡

KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

食と農の振興部次長
(食と農の振興部企画管理室長事務取扱)

食と農の振興部
畜産課長

戦略目標(KPI) 進捗状況及び取組･成果

｢奈良県豊かな食と農の振興計画｣に基づいて施策を推
進します｡

令和3年4月1日に策定した｢奈良県豊かな食と農の振興
計画｣に基づき､「奈良の食の魅力づくり｣、「食を通じた健
康増進と子どもの健全育成」､「戦略的な販売の推進」､
「生産振興」にむけて､施策や事業を推進しました｡

CC

(115) 奈良県豊かな食と農の振興条例の推進
CC

ﾃｰﾏ

ﾃｰﾏ (118) みつえ高原牧場の整備
坊

｜ 130 ｜



人

185.5 ③ 90%未満
200

千㎥ (基準値未満)

(20.0%)

(123) 奈良県産材の安定供給及び利用の促進､奈良の木ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ戦略
H27年 ↘ R2年 R2年 84.6% R7年

令和7年度までに木材生産量を20万㎥にします｡
171

▲ 14
157

R2年度 R3年度 R3年度

令和7年度までに混交林への誘導を1,100㏊行いま
す｡

(122)

100.0% R7年度

10
+ 3

13 13 ① 100%以上
25

人

R3年度

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

57 ③ 90%未満
285

32
(11.2%)

森林環境管理･林業振興

政策目標(KGI)

新たな森林環境管理を推進するため令和3年～7
年の林業の新規就労者数を285人にします｡

目標値
目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

56.1%R3年

Ⅶ 豊かな「都」をつくる

水循環･森林･景観環境部

担当部局等坊

政策目標(KGI)達成に向けた進捗状況

実績値(a)基準値

R3年

24

(達成率)

R7年

目安値(b) 進捗率(a/b) (達成率)

全国の新規就労者数は減少傾向にある中で､奈良県の
新規就労者数は､平成30年度から令和3年度まで4年連
続で増加しました｡

背景・要因等

就労希望者への働きかけや奈良県が行っている林業事
業体への各種支援等によって､雇用が拡大していることに
よると考えられます｡

関連する戦略目標(KPI)の進捗状況

目標値
実績値(a)

進捗状況
基準値

ﾃｰﾏ
戦略目標(KPI)

0
+ 45

令和7年度までに森林環境管理士を40人､森林環境
管理作業士を50人養成します｡

R2年度 ↗ R3年度

令和7年度までに奈良県ﾌｫﾚｽﾀｰを25人任命します｡

新たな森林環境管理制度の構築

管
理
士

0

45 220

森林の防災機能の向上

(120)

(121) 奈良県ﾌｫﾚｽﾀｰ制度の確立､ﾌｫﾚｽﾀｰｱｶﾃﾞﾐｰの運営

R2年度 ↗ R3年度 R3年度

作
業
士

0
↗

③ 90%未満
1,100

ha (4.1%)

R7年度20.5%

R7年度

-
40
-

20.0%
2 10

50
+ 2 ③ 90%未満 (4.0%)

43
(29位) 29

(36位)
14

(44位)

18
(38位)

22
(38位)

26
(38位)

32

3,204

3,055
3,114

2,984

2,855 2,903

2,000

2,300

2,600

2,900

3,200

3,500

0

30

60

90

120

150

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R3～7累計

（目標）

林業の新規就労者数

(年)

奈良県(人) 全国(人)

新規就業者の推移(林野庁)

目標

５年間で

累計285人
新規就業

｜ 131 ｜



令和4年6月に市町村に奈良県ﾌｫﾚｽ
ﾀｰ受入の意向確認を実施しました｡

+ 3
6

県森林管理職採用人
数[累計](人)

令和4年6月に実施した奈良県ﾌｫﾚｽﾀｰ受入の意
向確認の結果を踏まえ､市町村との調整を図りま
す｡
また､市町村配置の方法等について､総務省･林野
庁との調整を図ります｡

県森林管理職2年生は受入希望のある市町村に
おいて､ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ等により配置後の市町村業務
の体験をします｡

令和5年度から
の奈良県ﾌｫﾚｽ
ﾀｰの市町村配置
に向けた条件整
備と､市町村配
置後に即戦力と
なり活躍する人
材を養成する必
要があります｡

KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

9

R7年度R3年度

全国的に初めての取組であり､他府
県に事例がありません｡

今年度の取組(～7月)

① 100%以上
25

人

↗R2年度

指標の動きの要因

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

人

指標の動き

奈良県の森林管理に関心のあ
る多数の者が県職員の採用試
験に応募(R3年度倍率20倍､R4
年度倍率15倍)し､合格者はﾌｫﾚ
ｽﾀｰｱｶﾃﾞﾐｰにおいて修学中で
す｡

基準値
目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

実績値(a)

令和3年4月に奈良県ﾌｫﾚｽﾀｰｱｶﾃﾞﾐｰを開校しまし
た｡
奈良県ﾌｫﾚｽﾀｰｱｶﾃﾞﾐｰにおいて､森林管理職とし
て採用した県職員を奈良県ﾌｫﾚｽﾀｰに養成してい
ます｡

背景･要因等

令和2年3月に｢森林と人の共生条例｣及び｢県産材利用促
進条例｣を制定しました｡さらに､令和3年3月には｢奈良県
森林環境の維持向上及び県産材の利用促進に関する指
針｣を策定し､新たな森林環境管理制度の方向性を明確に
しました｡こうした条例や指針に基づき奈良県ﾌｫﾚｽﾀｰを任
命しています｡

R4年度↗R3年度

KPI関連指標

10
+ 3

令和5年度からの奈良県ﾌｫﾚｽﾀｰ市町村配置に向け､令和
2年度に10名､令和3年度に13名のﾌｫﾚｽﾀｰを任命し､順調
に進捗しています｡

戦略目標(KPI)

成
果

KPI達成に向けた取組･成果

取
組

令和7年度までに奈良県ﾌｫﾚｽﾀｰを25人任命しま
す｡

県森林管理職については､令和3年度に6名､令和
4年度に3名採用し､ﾌｫﾚｽﾀｰｱｶﾃﾞﾐｰにおいて奈良
県ﾌｫﾚｽﾀｰを養成しています｡将来の奈良県ﾌｫﾚｽ
ﾀｰが着実に増加しています｡

(達成率)

13

目標値

(20.0%)

100.0%R3年度

13

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

ﾃｰﾏ

水循環･森林･景観環境部

森と人の共生推進課長

坊 24 森林環境管理･林業振興

(120) 新たな森林環境管理制度の構築

10
13 13

15

20

25

0

5

10

15

20

25

30

R2 R3 R4
（目標）

R5
（目標）

R6
（目標）

R7
（目標）

奈良県ﾌｫﾚｽﾀｰ任命数

森と人の共生推進課調べ

(年度)

(人)

｜ 132 ｜



人

(注)ﾌｫﾚｽﾀｰ学科(2年制)卒業時に資格取得のため､R3年度は資格取得対象者なし｡R4年度以降､目安値を設定｡

森と人の共生推進課長奈良県ﾌｫﾚｽﾀｰ制度の確立､ﾌｫﾚｽﾀｰｱｶﾃﾞﾐｰの運営(121)ﾃｰﾏ

指標の動き

成
果

背景･要因等

令和3年4月に奈良県ﾌｫﾚｽﾀｰｱｶﾃﾞﾐｰを開校しました｡
ﾌｫﾚｽﾀｰ学科(2年制):奈良県ﾌｫﾚｽﾀｰに必要な知識･技能
を修学(森林環境管理士取得)
森林作業員学科(1年制):安全かつ効率的な作業ができる
知識･技能を修学(森林環境管理作業士取得)
令和3年度については､他府県の林業大学校にはない森
林管理の総合ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰを養成する2年制のﾌｫﾚｽﾀｰ学科
への入学者が多く､作業員学科の入学者が少なかったこと
が目標人数に達しなかった要因です｡

指標の動きの要因

KPI達成に向けた取組･成果

取
組

ﾌｫﾚｽﾀｰｱｶﾃﾞﾐｰに入学した学生全員が､森林環境
管理士又は森林環境管理作業士の資格を取得で
きるよう､単位取得及び学業への専念についてｻ
ﾎﾟｰﾄしました｡

KPI関連指標

実績値
(a)

R2年度

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)
水循環･森林･景観環境部

坊 24 森林環境管理･林業振興

R3年度

基準値

森林作業員学科入学
者数[累計](人)

人

戦略目標(KPI)

令和7年度までに森林環境管理士を40人､森林環
境管理作業士を50人養成します｡

ﾌｫﾚｽﾀｰ学科入学者
数[累計](人)

人

0

R4年度

30

↗

(達成率)

50
(4.0%)

40
-

(注)

学校概要の配布､高校への訪
問､ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽの開催､林業
就業相談会への参加､SNS発信
等学生確保に向けたPR活動を
行いました｡

10
20.0%

緑の青年就業準備給付金を令和3年度に9名に給
付し､安定した学生生活に対して支援しました｡

③ 90%未満+ 2
指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)
令和3年度はﾌｫﾚｽﾀｰ学科に17名､作業員学科に3名が入
学し､作業員学科3名のうち1名はﾌｫﾚｽﾀｰ学科に転入､他
の2名は森林環境管理作業士の資格を取得しました｡

作
業
士

0
↗

R4年度↗

管
理
士

2

-

R3年度

3
+ 6

9

+ 13
R3年度

17

目標値

R7年度R3年度
目安値(b)

進捗状況

進捗率(a/b)

学生の確保が課
題となります｡

｢林業｣は体力がいる仕事､危険な仕
事というｲﾒｰｼﾞを持っている人が多い
ことが考えられます｡

今年度の取組(～7月)

令和4年6月に県内の高校等に学生
募集の案内通知や広報活動を行うと
ともに､夏にはﾌｫﾚｽﾀｰｱｶﾃﾞﾐｰの学生
が主体となって､広く一般の人を対象
に学校の授業内容や森の恵みや働
きについて体験してもらう｢森の学校｣
ｲﾍﾞﾝﾄを実施しました｡

進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

課題解決のための今後の取組方針課題の背景･要因
KPI達成等に
向けた課題

学生の卒業後の就職先を確保し､学生に安定して
就職先を斡旋することで､就職にも強い学校を目
指します｡

ｱﾗﾝ･ｺｯﾊｰ名誉校長(ｽｲｽのﾘｰｽ林業教育ｾﾝﾀｰ元
校長)や各分野の有識者からのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ､ｶﾘｷｭﾗﾑ
の課題とその解決方法の洗い出しから､他府県の
林業大学校にはない特色や魅力のある学校を目
指します｡

0
10

20

30

40

0 2

20

30

40 50

0

10

20

30

40

50

R2 R3 R4
（目標）

R5
（目標）

R6
（目標）

R7
（目標）

森林環境管理士及び

森林環境管理作業士の養成数(R2～累計)

森林環境管理士

森林環境管理作業士 森と人の共生推進課調べ

(年度)

(人)

｜ 133 ｜



戦略目標(KPI)

令和7年度までに混交林への誘導を1,100㏊行い
ます｡ ↗

+ 45

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

ﾃｰﾏ

水循環･森林･景観環境部

森と人の共生推進課長

坊 24 森林環境管理･林業振興

(122) 森林の防災機能の向上

基準値
目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

実績値(a)
目標値

R2年度

0

R7年度R3年度

(4.1%)

20.5%R3年度

45

(達成率)

220 ③ 90%未満
1,100

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)
ha

事業開始初年度の令和3年度は45haの整備実績に留まり
ました｡

市町村を対象に説明会を実施
し､事業の必要性の周知をしまし
た｡

R3年度

14

指標の動き

背景･要因等

県内においてｽｷﾞ･ﾋﾉｷ人工林率が60%以上占める中で､広
葉樹を植栽し､混交林化するという全国的にも類似事業が
ないこと､また､新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響により､市町
村や森林組合､森林所有者等に対する説明会の開催回数
が少なかったことが目安値を下回った要因と考えます｡

成
果

KPI関連指標

整備実施市町村数
[累計](市町村)

KPI達成に向けた取組･成果

条例に基づき､令和3年3月「奈良県森林環境の維
持向上及び県産材の利用促進に関する指針」を
策定し､新たな森林環境管理制度の方向性を明確
にしました｡そのなかで､令和3～7年度の5ヶ年で
1,100haを混交林へ誘導整備することを目標値とし
て定めました｡

取
組

令和2年3月｢森林と人の共生条例｣の制定により､
恒続林､適正人工林､自然林及び天然林を目指す
べき森林として誘導していくことを規定しました｡

指標の動きの要因

KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

事業候補地の確
保が困難な状況
にあります｡

森林所有者の世代交代や不在村所
有者の増加等により､施業放置林の
所有者･境界確定が困難となっている
ことが要因です｡また､全国初の取組
のため､森林所有者から事業内容の
理解が得られていないことも要因の1
つです｡

市町村が森林所有者に対して実施する森林管理
の意向調査結果を活用することにより､混交林へ
の誘導整備に関心のある者にｱﾌﾟﾛｰﾁを行います｡
承諾が得られる場合には､具体の計画策定を市町
村に支援するなど､関係機関が一丸となって指導
していくことで､整備計画の策定を着実に進めてい
きます｡

今年度の取組(～7月)

計画的に事業地を確保するため､令
和4年6月に森林地番図作成及び計
画策定ﾒﾆｭｰを追加し､市町村等の関
係団体に説明を行いました｡

混交林化事例の作成･公表や恒続林誘導ｶﾞｲﾄﾞﾗｲ
ﾝの改正･公表に加えて､森林所有者に対し混交林
化のﾒﾘｯﾄを認識してもらえるようPRﾁﾗｼや広葉樹
の利活用事例を作成していくこととします｡

恒続林化促進ﾓﾃﾞﾙ市
町村数
[累計](市町村)

進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

5

事業促進のためにﾓﾃﾞﾙ市町村
を設定して県と市町村が連携し
て､事業候補地の選定等を行い
ました｡

R3年度

0 45

1,100

0

500

1,000

1,500

R2 R3 R7
（目標）

混交林誘導整備面積［累計］

森と人の共生推進課調べ

(年度)

(ha)

｜ 134 ｜



令和7年度までに木材生産量を20万㎥にします｡

進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

▲ 5
76

(基準値未満)
157

取
組
①

+ 20,305

55
千㎥ 千㎥千㎥

6471

+ 4,985

▲ 9

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)
木材(原木)生産量の実績値について､平成27年度から平
成29年度までは増加傾向を示しましたが､平成30年度以
降は減少傾向を示しており､基準値を下回っています｡

県産製材品出荷量(千
㎥)

H29年 ↘ H30年

(達成率)

185.5 ③ 90%未満
200

基準値

+ 22,433

目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

実績値(a)
目標値

KPI達成に向けた取組･成果

成
果
②

奈良の木のPRでは県内64事業者の木材･木製品
を取り上げ､それら製品を通じて､奈良の木の認知
度を高めることができました｡

発注者向け手引きを各市町村等へ配布･共有する
ことで､建築物の木造･木質化に取り組みやすくな
るような環境整備が進みました｡

取
組
②

指標の動きの要因

53,168

戦略目標(KPI)

↗

千㎥

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況
CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

水循環･森林･景観環境部
奈良の木ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ課長

24 森林環境管理･林業振興坊

ﾃｰﾏ
奈良県産材の安定供給及び利用の促進､奈良の木
ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ戦略

(123)

R1年度↗H30年度ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ｢奈良の木
のこと｣のﾕﾆｰｸﾕｰｻﾞｰ
数[累計](人)

人

指標の動き

人人
27,878 48,183 75,601

KPI達成等に 向けた課題 課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

県産製材品出荷
量が減少傾向に
あります｡

県産製材品の主な使用先である木造
住宅の着工数が減少しました｡近年
の木造建築では､JAS材などの品質･
性能が明らかな木材が求められま
す｡
また､建築関係者や消費者に､県産材
(奈良の木)の利用の意義が十分に伝
わっていない可能性があります｡

木材加工流通施設の設備整備による木材加工の
効率化等により､地域認証材やJAS材など品質･性
能が明らかで競争力のある製品の流通を促進しま
す｡また､林内路網の整備､高性能林業機械等の
導入による生産基盤の強化に加え､木材の搬出支
援や未利用材の搬出促進を図ります｡

引き続き､奈良の木の認知度を高めるため､奈良
の木の魅力を効果的に発信するとともに､首都圏
等新たな需要が期待されるﾏｰｹｯﾄに対するﾌﾟﾛﾓｰ
ｼｮﾝを行います｡
また､多岐にわたる分野での県産材利用を推進し､
需要の拡大を図ります｡

今年度の取組(～7月)
木材加工流通施設の設備整備支援
等を進めました｡また､林内路網の整
備､高性能林業機械等の導入を進め
ました｡

H27年度 ↘ R2年度 R2年度 84.6% R7年度

171

▲ 7

▲ 14

木材加工流通施設の設備整備
支援等に取り組んでいますが､
建築物等への利用が減少傾向
にあります｡

背景･要因等

住宅､公共建築物､商業施設や宿泊施設､暮らしの中で用
いる木製品､ｴﾈﾙｷﾞｰなど､多岐にわたる分野での県産材
利用に向けた施策を推進してきました｡その結果､ｴﾈﾙｷﾞｰ
利用に向けられる木材生産量は堅調に増加しましたが､建
築物等への利用が減少しており､全体として､進捗率は低
い水準となっています｡

ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄの更新･拡充と､SNS
と連動したPRに取り組み､奈良
の木ﾌｧﾝの獲得とｺﾐｭﾆﾃｨの拡大
を進めたためです｡

↘ R1年 ↘ R2年

県産材の販路拡大を図るため､木材関係団体およ
び木材･木製品製造事業者と連携しながら､首都
圏等における建築関係者等へのｾｰﾙｽ活動や､展
示･商談会への出展､PRｲﾍﾞﾝﾄの実施等に取り組
み､吉野材に代表される奈良の木のPRを行いまし
た｡

公共建築物等への県産材の利用促進を目的に､
建築関係団体と連携し､木材利用の意義､木造･木
質化のﾒﾘｯﾄ､木造建築物ができるまでの流れ､木
造･木質化の事例などをわかりやすく解説した､発
注者向け手引きを作成しました｡

成
果
①

KPI関連指標

R3年度R2年度↗

171
178 182

161 161 157

200

100

150
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250

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R7
（目標）

木材生産量

奈良の木ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ課調べ

(年度)

(千㎥)

｜ 135 ｜
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